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3 1日

稲作と麦作の経済性

米の品質 、

稲の刈取と

毒草

草の改良のしかた

肥甫索牛の選び方

和牛肥育のやり

肥育牛の飼料のやり方

パンの作り方

肥料はどのような

形で吸収さ

と果樹の生理

さつま芋の加工

麦の設肥

力、

みかんの貯蔵方法

柑橘貯蔵庫の造り方

（質疑応答）
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リ
の
降
雨
が
あ
る
と
囁
戒
水
位
と

な
り
被
沓
を
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し
て
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す
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備
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ゃ
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:
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i
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i
i
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9
9
1
ん̀

鬱
目
分
の
居
住
地
の
災
宰
弓
に
対
す
る

厄
険
性
を
十
分
に
知
っ
て
お
く

。
避
雌
咎
報
の
信
号
や
避
難
場
所
等

を
よ
く
党
え
て
お
く

鑓
家
族
全
員
の
氏
名
漂
を
肌
に
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
準
側

L
て
お
く
¢

（
氏
名
標
に
は
、
住
所
、
年
令
、
血

液
型
等
記
人
し
て
お
く
）

。
真
重
品
（
現
念
預
金
追
帳
｀
印

鑑
有
価
証
券
な
ど
）
を
い
っ
て

も
携
行
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
＜

。
若
干
の
食
量
（
二
食
分
位
）
水
筒

タ
オ
ル
、
マ
ッ
チ
勺
照
明
具
、
薬

品
（
家
庭
常
偏
薬
）
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を
用
意
し

て
携
行
出
来
る
よ
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し
て
お
く

鴨
応
急
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護
ゃ
処
置
の
方
法
を
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得
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お
く

¢
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避
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指
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い
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署
発
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の
恐
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あ
る
場
合
、
箸

奈
の
行
う
避
難
椅
告
に
よ
る
避
難
指

定
と
、
知
事
又
は
そ
の
命
を
受
け
た

職
員
（
町
長
）
が
一
般
住
民
に
立
退

を
命
ず
る
易
合
と
の
二
つ
が
あ
る
。

何
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も
災
署
が
現
実
に
お
き
る
お
そ

れ
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あ
る
勘
合
で
あ
る
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明
の
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の
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令
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に
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＜
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4
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保
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狩
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狩
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川
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於
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林
｀
婦
人
学
級

於
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子
林
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政
怒
談
公
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室
人
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係
長
会
開
く

町生職定合
内ワ員例総
畜ク協町会）

会地産チ議常
区関ン会会

随
与催

肱
川
会消
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団
幹
部
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習
会

喜
多
郡
連
合
青
団
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子
幹
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研
修
準
佃
会
開
催

区
環
境
衛
生
組

八゚

月

水
利
組
合
会職
員
会
叫
役
員
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燭
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り
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。
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水
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一

九
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肉

用
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導
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予
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―
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茸
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家
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、

品

，

だ

よ

り

言
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足
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共

販
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い

て

一

て

い

る

ガ

は

、

台
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米
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早
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県

森

林

組

合

連

合

会

で

は

、

今

月

一

到

レ

て

風

子

を

採

っ

て

下

さ

い

。

一

＿

り

く

一

大

玉

六

0
グ
ラ
ム
以
上

直

い

な

一

立

合

少

i

（

畜

産

）

一

中

玉

丘

0
グ
ラ
ム
以
上
一
よ
り
推
茸
の
共
販
を
す
る
事
に
な
り
一
楕
を
到
す
の
は
＂
雨
の
前
若
し
く
一

一

一

小

玉

四

四

グ

ラ

ム

以

上

；

ま

し

た

。

今

迄

出

荷

願

っ

て

居

り

ま

一

は

降

る

最

中

、

又

は

直

後

に

三

ー

四

一

＿

々

ち

荷

一

町

の

人

口

動

熊

一

す

皆

様

に

は

梢

算

が

遅

れ

て

、

ご

迷

一

年

ほ

だ

を

少

し

手

荒

く

到

し

丹

六

一

場

梢

い

も

人

鶏

卵

の

共

同

出

荷

決

る

一

極

小

三

六

グ

ラ

ム

以

内

ー

市

と

な

強

が

＿
 

一

。

玉

の

形

に

よ

っ

て

一

惑

を

掛

け

て

お

り

ま

し

た

が

、

県

森

一

日

そ

の

ま

4

で

お

き

、

芽

を

切

っ

て

一

阪

あ

少

ら

い

一

一

大

の

て

か

な

i

◎

出

生

一

配

い

好

ぇ

え

ー

中

津

大

野

修

，

一
九
月
よ
り
鶏
卵
の
取
り
扱
い
を
本
正
常
形
、
卵
円
厄
崎
形
、
細
長
崎
＂
連
で
取
り
扱
う
事
に
な
れ
ば
梢
算
も
一
か
ら
起
し
て
太
ら
せ
る
。
背
は
九
分

一

、

o

-

格
的
に
行
い
ま
す
tl

一

形

卵

一

『

千

く

出

来

ま

す

。

開

き

で

採

っ

て

乾

操

し

て

下

さ

し

一

在

気

続

良

さ

さ

＿

鴫

集

荷

要

領

一

。

卵

穀

に

よ

っ

て

一

指

導

に

つ

い

て

は

、

今

迄

通

り

に

一

セ

ロ

詰

屑

香

信

と

し

て

烏

値

で

す

u

一

現

弱

引

気

き

さ

―

-

”

1

1

上

夫

幸

一

日

摘

日

荷

い

行

一

大

谷

新

家

直

f

一

各

グ

ル

ー

プ

｝

」

と

に

巣

卵

し

農

協

一

汚

染

卵

ー

糞

な

ど

の

よ

ご

れ

一

馬

屋

原

、

西

尾

両

先

生

に

し

て

も

ら

一

-

4

前

人

買

売

下

一

宮

本

兌

ff

”
 

―
◎
推
茸
の
菌
に
つ
い
て

一

-

9

0

0

-

9

9

山

烏

坂

相

気

マ

サ

子

．
よ
り
集
荷
に
鍵
Q

-

（
乾
い
た
布
等
で

T
寧
に
除
い
て
一
い
ま
す
。
：
出
荷
す
る
容
器
は
曽
町
の
一

～

下

さ

い

）

一

組

合

で

準

備

し

て

お

り

ま

す

。

少

し

一

晋

及

会

で

屯

小

さ

な

木

に

梢

ぇ

一

下

4

5

8

7

一

鬱
築
伺
方
法
'
,

J
 

で

も

取

り

扱

い

ま

す

の

で

御

出

荷

下

一

る

の

に

使

利

な

の

で

棒

ゴ

マ

を

作

り

一

2

5

-

3

1

”

藤

ー

聰

1
委
託
売
上
単
価
に
よ
り

K
当
り
一
不
良
卵
ー
薄
穀
、
表
面
不
良
（
な
る
一

、

。

一

ま

し

た

。

大

さ

さ

は

明

治

の

に

大

体

一

6

8

0

，

二

”

帽

子

雌

冶

i

一
さ
し

一

五

円

差

引

一

ぺ

く

出

荷

し

な

い

事

）

．

一

同

じ

位

で

空

気

穴

が

あ

り

菌

の

生

育

一

中

5

7

0

-

9

-

“

，

相

気

忠

2
買
受
大
阪
巾
場
中
値
価
格
阻
場
一
。
鮮
度

”

亀

岡

二

出

一

◎

推

茸

の

風

子

を

採

り

ま

し

ょ

う

一

が

良

い

よ

う

に

作

っ

て

あ

り

よ

す

。

一

場

2

5

4

1

i

i

一

甘

2

0

6

_

2

，

子

相

川

福

森

義

久

よ
り

K
当

り

二

五

円

引

一

夏

期

で

産

卵

后

‘
-
-
T
iヰ
日
位
の

五
~
＼
七
日
位
の
一
旱
天
続
き
の
夏
よ
り
秋
に
か
け
て
一
人
要
の
方
は
出
‘
込
ん
で
下
さ
い
。
三
―
太

1

一

上

7

0

2

0

名

＂

阿

谷

汎

戸

浩

'

。

代

金

決

済

一

も

の

。

他

の

期

で

、

1

売

上

計

算

雀

到

着

次

第

一

も

の

一

檜

場

の

管

理

は

八

月

初

旬

各

地

へ

行

―

寸

よ

り

大

き

い

原

木

は

今

迄

咀

り

の

一

布

亙

2

4

4

2

#

中

居

谷

木

F

低

雄

i

り
ま
す
一
き
お
願
い
し
た
通
り
適
切
に
行
わ
れ
一
菌
が
有
利
で
す
。

-

2

却

日

・

・

一

集

卵

に

当

り

不

良

品

が

あ

"

-

技

]

ス

一

ス

卵

一

当

ー

霞
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